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研究成果の概要（和文）：チベットでは、文化大革命（1966－1976）を経て改革開放政策という

政策転換のもとに伝統文化や僧院の復興が進み、チベット人としてのアイデンティティが再び

形成されるようになっている。本研究は、チベットにおける文化復興の実態を広域的実地調査

により明らかにすると同時に、集中的実地調査をもとに、僧院・祭りの復興、観光化、多民族

間関係の分析に基づき、文化復興とアイデンティティ形成のメカニズムを文化人類学視点から

解明したものである。

研究成果の概要（英文）：China’s shift to economic reform and an open-door policy following
the Cultural Revolution (1966－1976) prompted a revival of traditional culture and
monasteries in Tibet, leading to a reformation of the Tibetan identity. This study aimed
firstly to shed light on the conditions of the cultural revival in Tibet based on extensive
field research over wide areas, and secondly to elucidate the mechanism behind cultural
revival and identity formation from the viewpoint of cultural anthropology based on
intensive field research regarding the revival of monasteries and festivals, the
development of tourism, and the multi-ethnic relationships found among different
communities.
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１．研究開始当初の背景
(1)チベットは行政的にはチベット自治区、
青海省、四川省、雲南省、甘粛省の各地域に

分けられるが、伝統的にはラサを中心とする
ウ・ツァン（チベット自治区の中央部と西部）、
アムド（青海省を中心とし、甘粛省・四川省
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の一部を含む）、カム（四川省、チベット自
治区東部を中心とし、青海省・雲南省の一部
を含む）などの地方に大別され、「チベット
人」意識よりもそれぞれの出身地方意識が強
いともいわれる。チベットでは、1966-76 年
の文化大革命を経て、1978 年以降の改革開放
政策という政策転換のもとに伝統文化や僧
院の復興が進み、チベット人としてのアイデ
ンティティが再び形成されるようになって
いる。
(2)チベット難民についてはジャーナリズム
で政治問題として大きく取り上げられ、また、
宗教学的視点からのチベット研究の蓄積は
膨大にある。しかし、チベットの文化人類学
的研究に関しては、改革開放路線が実施され
る以前にチベット地域に外国人が足を踏み
入れることは非常に難しかったため、十分な
蓄積はなく、また現代チベット社会における
僧院の復興やアイデンティティ形成のメカ
ニズムについての本格的調査研究はほとん
どないという現状であった。

２．研究の目的
本研究課題の目的は、チベットにおける文化
復興の実態を広域的実地調査により明らか
にすると同時に、ウ・ツァン地方のチベット
自治区、カム地方の四川省甘孜蔵族自治州、
青海省玉樹蔵族自治州、アムド地方の青海省
黄南蔵族自治州、海東地区、四川省阿壩蔵族
羌族自治州などの村々における集中的実地
調査をもとに、僧院・祭りの復興、観光化、
チベット人－漢人－回族という多民族間関
係の分析に基づき、チベットにおける文化復
興とアイデンティティ形成のメカニズムを
文化人類学的視点から解明することにある。

３．研究の方法
(1)本研究課題の目的にそって、以下の研究
方法に基づきフィールド調査を実施した。
フィールド調査は広域調査と集中調査から
なり、調査研究方法は参与観察、聞き取り、
光学カメラ、デジタルカメラ、デジタル VTR、
MD レコーダー、GPS 等の機器によるフィール
ドデータの収集と記録、文献情報資料の収集、
データベース作成、情報データの解析からな
る。
(2)なお、チベット族を対象とするインタビ
ュー調査は、相手の同意と協力のもとに実施
し、プライバシーおよび利益の保護に十分配
慮した。

４．研究成果
(1)チベット文化の復興については、チベッ
ト各地における広域的調査の結果、ウ・ツァ
ン地方、カム地方、アムド地方において、伝
統的チベット文化の復興が行われているこ
とが明らかとなった。たとえば、ウ・ツァン

地方におけるラサのショトン祭と歌劇、カム
地方における競馬祭と英雄叙事詩「ケーサ
ル」、アムド地方における山神信仰とシャマ
ニズムの伝統に基づく六月祭などである。こ
れらは既存体制の中での伝統文化の復興で
あり、チベットの歴史的、文化的地方差を提
示する結果となっていた。また、これらの文
化行事は観光と結びつき、観光資源としての
新たな役割を担おうとしていることが明ら
かにされた。
(2)宗教の再活性化と僧院の復興については、
1978 年以後の民族宗教政策の具体化ととも
に、信仰の自由と僧院の復興、伝統的行事、
祭礼の再活性化が図られていることが明ら
かにされた。仏教僧院の復興の現状分析から、
僧院では 1980 年代に本堂となる建物の再建
が行われた後、2000 年代には僧侶の教育のた
めの学院、学校の整備が図られた。

さらに、ここで伝統的財政基盤を失った僧
院は、「寺は寺で育つ（イースー・ヤンスー）」
との宗教政策のもとに経済的自立を戦略的
に進め、収入源としてのホテル、売店、病院、
印刷所の経営、さらには観光などさまざまな
事業展開を行ってきた。しかし、これらの戦
略は僧院における学問と商業との間の葛藤
の中で、宗派や僧院の立地条件の差異を背景
に僧院間における格差を生み出す結果とな
っていた。さらに、学校、病院、診察所の経
営など、社会福祉事業を展開する僧院もあり、
僧院が村人の福祉の実現を支援する役割を
果たしながら、存続を図っていることが明ら
かにされた。
(3)民族間関係と紛争解決については、アム
ド地方における集中的調査から、チベット族、
漢族、回族混住地域において、地域の祭りが、
宗教行事と商売を民族ごとに分離すること
により民族間の葛藤や摩擦を避け、地域とし
ての連帯性を形成する場となっていること
が明らかにされた。

さらに、畑の水争いをめぐる民族間におけ
る紛争は、過去の経験を踏まえ、日々の生活
における経済的利害関係によって結ばれる
集落間や民族間の関係性の中で、争いよりも
共生を選択する方が得策であるとの判断と
「争いたくない」という感情により、拡大の
阻止が図られていることが認められた。
(4)文化復興とアイデンティティの形成につ
いては次のような傾向が見られた。チベット
のアイデンティティには、汎「チベット人」
としてのアイデンティティとともに、「最も
すぐれた宗教はウ・ツァンの地から、最もす
ぐれた男はカムの地から、最もすぐれた馬は
アムドの地から」と伝統的に言われてきたよ
うに、歴史的、文化的地方差に基づく地方的
チベット人としてのアイデンティティが見
られる。既存体制と経済活動とに結びついた
文化復興を通して、地方的チベット人として



のアイデンティティは強調され、同時に僧院
の復興により仏教の理念を背景にした汎「チ
ベット人」としてのアイデンティティが維持
されている。

さらに、漢族や回族を含む多民族混住地域
においては、民族的アイデンティティを横断
する形で地域的アイデンティティが形成さ
れ、祭りや日々の経済活動を通して民族的共
生関係が維持されている。ここでは民族や宗
教が紛争の原因とはなっておらず、むしろ
人々の合理的な判断が紛争を阻止する基盤
となっている。アイデンティティ形成のメカ
ニズムは生存戦略としてのアイデンティテ
ィの操作にあり、政治、経済、民族間関係の
中での人々の選択によるものであるという
ことができよう。
(5)以上の成果は、国際会議「現代社会の伝
統文化における連続性、共生、心」（2008 年
11 月 1‐2日、於北海道大学）において発表、
討論され、Continuity, Symbiosis, and the
Mind in Traditional Cultures of Modern
Societies. Yamada, T. and T. Irimoto(eds.),
Hokkaido University Press, 2010 (in press)
として出版されることになっており、研究成
果の国際発信となるものである。

また、本研究を通して、北海道大学大学院
専門研究員の連携研究者は、平成 20 年度博
士学位論文『チベット族による民族間紛争の
解決に関する人類学的研究』を作成、提出し、
学位取得を行い、京都大学大学院生の研究協
力者も博士学位論文の執筆中である。さらに、
平成 21 年度には調査研究地域出身のチベッ
ト人が留学生として北海道大学大学院に入
学し、平成 22 年度からは修士課程大学院生
として研究を継続するなど、当該研究の教育
的効果は大きく、社会的還元も図られている。
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